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時計工藝新聞の
購読と広告掲載
のお申し込みは

☎０３-３５０１-９７２７

６
月
10
日『
時
の
記
念
日
』を
祝
日
に
‼　

時
計
工
藝
新
聞
社
は
提
唱
し
て
い
ま
す

主なニュース主なニュース主なニュース
福島大志さんが技能五輪
国際大会で銅メダル （２面）

東京組合が日メ協とパ
ートナーシップ契約（３面）

セイコーグループがMISIA
さんをアンバサダーに（４面）

　第４７回技能五輪国際大会の
貴金属装身具職種では、福島大
志さん（東京　ヒコ・みづのジ
ュエリーカレッジ）が出場し、
銅メダルを獲得した。

　東京眼鏡販売店協同組合が日
本メガネ協会と、お互いの活動
において、「パートナーシップ
団体規約」を締結した。

　セイコーグループが社会貢献
活動にも精力的に携わっている
歌手の MISIA さんを、アンバ
サダーに起用した。

貴金属地金相場旬報
日　付 円相場金 銀Pt

１０月18日㈮

21日㈪

22日㈫

23日㈬

24日㈭

25日㈮

28日㈪

29日㈫

30日㈬

31日㈭

14,347〃

14,430〃

14,567〃

14,748〃

14,731〃

14,733〃

14,873〃

14,931〃

15,104〃

15,162〃

―田中貴金属工業調べ―

・ 価格は店頭渡しグラム当たり小売価格 （消費税込み）
・ 外国為替相場は米 1 ドル （午後５時現在の銀行間、 中心相場）

5,343円

5,440〃

5,438〃

5,593〃

5,583〃

5,578〃

5,623〃

5,680〃

5,761〃

5,533〃

150.03円

149.28〃

150.71〃

151.43〃

152.70〃

152.07〃

153.39〃

152.92〃

153.27〃

153.50〃

171.60円

180.84〃

183.37〃

188.43〃

185.02〃

183.81〃

185.02〃

185.57〃

189.86〃

186.01〃

６
月
10
日
の
「
時
の
記
念
日
」
は
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
制
定
さ
れ
た
歴
史
あ
る
記
念
日
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
ま
で
、
祝
日
の
な
い
月
は
６
月
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
時
計
工
藝
新
聞
社
で
は
、
長
年
〝
時
の
記
念
日
を
祝
日
に
〟
を
提
唱
し
て
い
る
。

の
提
供
や
、
製
品
を
実
際

に
着
用
し
な
が
ら「
宙
鏡
」

を
間
近
で
楽
し
め
る
バ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
も
併
設
し
、

訪
れ
た
方
々
に
心
躍
る
時

VE

』と
は
＝
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

『CAM
PANOLA Rom

ant
ic M

om
ent with J-W

AVE

』

で
は
、
１
０
０
０
年
前
も
今
も

変
わ
ら
な
い
、
星
空
を
美
し
い

と
感
じ
る
普
遍
的
な
ロ
マ
ン
を

表
現
し
た
「
宙
鏡
」
３
モ
デ
ル

の
世
界
観
や
美
し
さ
を
体
験
で

き
る
場
を
用
意
し
て
い
る
。
製

品
の
展
示
エ
リ
ア
で
は
、
漆
文

字
板
の
持
つ
美
し
い
青
色
で
宙

（
そ
ら
）
を
表
現
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル

展
示
エ
リ
ア
は
漆
文
字
板
の
持
つ
美
し
い
青
色
で
宙
を
表
現

製
品
の
着
用
体
験
や
豪
華
音
楽
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
開
収
録

　
㈱
桑
山
（
東
京
都
台
東
区
、

桑
山
貴
洋
代
表
取
締
役
社
長
）

は
、
総
合
ジ
ュ
エ
リ
ー
メ
ー
カ

ー
と
し
て
、
富
山
県
と
タ
イ
、

中
国
に
製
造
拠
点
、
本
社
の
他

に
国
内
３
支
店
を
展
開
し
て
い

る
。
10
月
11
日
、
富
山
工
場
の

隣
接
地
に
『
第
２
工
場
（
生
産

棟
及
び
研
究
開
発
棟
）』
が
竣

工
し
た
。

　
新
工
場
の
竣
工
に
よ
り
、
敷

地
面
積
、
建
築
面
積
は
既
存
工

場
の
ほ
ぼ
２
倍
と
な
る
。今
後
、

現
富
山
工
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

も
行
い
、
国
内
外
の
旺
盛
な
需

要
に
応
え
る
と
と
も
に
、
基
幹

工
場
と
し
て
研
究
開
発
を
充
実

さ
せ
新
た
な
需
要
の
創
出
に
努

め
て
い
く
。

　
★
『
富
山
第
２
工
場
（
生
産

棟
及
び
研
究
開
発
棟
）』
概
要

　
所
在
地
＝
富
山
県
魚
津
市
湯

上
５
１
９
番

　
敷
地
面
積 

＝
７
１
８
４
㎡

（
約
２
１
７
３
坪
）
参
考
：
富

山
工
場
８
１
２
０
㎡
（
約
２
４

５
６
坪
）　

　
建
築
面
積
＝
２
３
１
７
㎡

（
約
７
０
１
坪
）
同
右
：
２
７
７

３
㎡
（
約
８
３
８
坪
）

　
構
造
・
階
数
＝
鉄
骨
造
平
屋

建
て

定
商
社
な
ど
取

引
先
と
の
関
係

を
太
く
し
て
、

指
定
商
社
や
会

員
を
も
っ
と
増

や
し
て
い
き
た

い
」と
語
っ
た
。

　
業
績
に
関
し
て
は
、
速
報
値

と
し
な
が
ら
も
、
昨
年
対
比
１

０
６
・
４
％
だ
っ
た
と
し
、
１

月
か
ら
始
め
て
い
る
地
金
の
買

取
委
託
シ
ス
テ
ム
も
目
標
値
の

１
４
０
％
を
達
成
し
て
い
る
、

と
し
て
い
る
。

　
会
見
後
、
場
所
を
移
し
て
懇

親
会
が
行
わ
れ
、
三
村
代
表
理

事
の
挨
拶
に
続
い
て
、
日
本
ジ

ュ
エ
リ
ー
協
会
の
長
堀
慶
太
会

長
が
「
ぜ
ひ
Ｊ
Ｊ
Ａ
に
入
会
し

て
く
だ
さ
い
」
と
し
て
乾
杯
の

発
声
を
行
い
、
宴
席
へ
と
移
っ

た
。

た
」
と
三
村
代
表
理
事
。

　
ま
た
、「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ

ェ
ー
ン
は
元
気
が
な
い
と
い
わ

れ
て
い
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー
の

知
見
も
借
り
な
が
ら
小
売
店
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
増
や
し
て
い
き

た
い
。
さ
ら
に
海
外
へ
も
出
か

け
て
色
々
な
こ
と
を
や
っ
て
い

き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
た
。

　
さ
ら
に
「
30
代
、
40
代
の
後

継
者
が
育
っ
て
き
て
、
世
代
交

代
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。
指

２
社
が
加
盟
し
、
54
社
が
参
加

し
た
。
店
舗
数
は
、
３
９
０
店

舗
。「
２
社
が
加
わ
っ
た
こ
と

に
よ
り
一
段
と
活
気
が
出
て
き

　
協
同
組
合
日
本
ゴ
ー
ル
ド
チ

ェ
ー
ン
（
東
京
都
品
川
区
、
三

村
真
二
代
表
理
事
）、
と
㈱
ジ

ェ
イ
・
ジ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
渡
邉
義
久
代
表
取
締
役
）
は
、

10
月
22
日
に
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィPREM

IUM

品
川
高

輪
口
で
記
者
会
見
を
開
き
総
体

会
議
で
の
内
容
を
報
告
し
た
。

　
今
回
の
総
体
会
議
に
は
、
新

た
に
、
大
阪
の
㈱
ジ
ュ
エ
リ
ー

カ
ミ
ネ（
上
根
学
代
表
取
締
役
）

と
奈
良
の
エ
レ
ガ
ン
ス
ヨ
シ
ダ

（
𠮷
田
旭
宏
取
締
役
社
長
）
の

間
を
届
け
る
。

　
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
の
３
日
間

は
、
日
替
わ
り
で
豪
華
な
音
楽

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
ゲ
ス
ト
に
、

J-W
AVE STEP ONE

「CA
M

PANOLA M
USIC

＋
１
」

公
開
収
録
を
行
う
。
公
開
収
録

で
は
非
日
常
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
ひ
と
と
き
を
感
じ
ら
れ
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
も
開
催
す

る
。

　
▼
公
開
収
録
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
　
　（
共
に
18
時
か
ら
）

　
11
月
８
日 （
金
）

　
シ
チ
ズ
ン
時
計
㈱
（
東
京
都

西
東
京
市
、
佐
藤
敏
彦
社
長
）

が
展
開
す
る
ウ
オ
ッ
チ
ブ
ラ
ン

ド
『CAM

PANOLA

（
カ
ン

パ
ノ
ラ
）』
は
、
腕
元
に
美
し

い
宙
（
そ
ら
）
を
投
影
す
る
か

の
よ
う
な
漆
文
字
板
を
持
つ

「
宙
鏡
（
そ
ら
か
が
み
）」
３
モ

デ
ル
を
11
月
８
日
（
金
）
か
ら

順
次
発
売
す
る
。

　
発
売
を
記
念
し
、
カ
ン
パ
ノ

ラ
な
ら
で
は
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
ひ
と
と
き
を
堪
能
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
「CAM

PANOLA 
Rom

antic M
om

ent with J-
W

AVE

」
を
11
月
８
日
（
金
）

～
11
月
10
日
（
日
）
の
３
日
間

限
定
で
六
本
木
ヒ
ル
ズ
大
屋
根

プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る
。
今
回
の

新
製
品
「
宙
鏡
」
は
、
宙
に
想

い
を
馳
せ
、
星
空
を
美
し
い
と

感
じ
る
普
遍
的
な
ロ
マ
ン
を
表

現
し
て
い
る
。
そ
ん
な
時
を
超

え
た
感
動
を
感
じ
ら
れ
る
「
宙

鏡
」の
世
界
観
を
体
感
で
き
る
。

　
▼
『CAM

PANOLA Rom
antic M

om
ent with J-W

A

１１月８日～１０日 
六本木ヒルズで

　
　「
ス
ガ  

シ
カ
オ
」

　
11
月
９
日 （
土
）

　
　「
藤
巻
亮
太
」

　
11
月
10
日
（
日
）

　
　「M

ay J.

」

　
▼
開
催
概
要

　
■
イ
ベ
ン
ト
名
称 

：CAM
PANOLA Rom

antic M
om

ent with J-W
AVE

　
■
日
時 

：
11
月
８
日
（
金
）

～
10
日
（
日
）
11
時
～
20
時

　
■
場
所
：
六
本
木
ヒ
ル
ズ
大

屋
根
プ
ラ
ザ
（
東
京
都
港
区
六

本
木
６
‐
10
‐
１
） 

　
■
入
場 

：
無
料
／
予
約
不
要

　
ま
た
11
月
８
日
（
金
）
か
ら

六
本
木
ヒ
ル
ズ
内
・
メ
ト
ロ
ハ

ッ
ト
で
特
別
広
告
を
展
開
す

る
。
屋
外
広
告
は
、
11
月
４
日

（
月
）
か
ら
11
月
10
日
（
日
）

ま
で
。

記
者
会
見
を
開
い
た
三
村

氏
（
左
）
と
渡
辺
氏
（
右
）

オリジナルカク
テル（イメージ）

会場風景はイメージ

協
同
組
合
日
本
ゴ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン

ジ
ェ
イ
・
ジ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

シチズン

新発売「宙鏡」３モデル

桑 山
敷
地
面
積
と
建
築
面
積
は

既
存
工
場
の
ほ
ぼ
２
倍
に

５４社参加 ３９０店舗に
大阪の２社新加盟で活気増す

総体会議での内容を報告

富山工場の隣接地に

『第２工場』を竣工

小
売
店
の
コ
ン
テ
ン
ツ
増
と
海
外
進
出
へ
意
欲 オリジナルカクテルの提供も

CAMPANOLA Romantic 
Moment with J-WAVE

ウオッチブランドカンパノラ新作「宙鏡（そらかがみ）」の

ロマンティックな世界観を堪能できる

「宙鏡」グランドコンプリケーション

「宙鏡」限定モデル メカニカル

「宙鏡」エコ・ドライブ

新発売「宙鏡」３モデル

長堀慶太ＪＪＡ会長

三
村
代
表
理
事
の
挨
拶

富山工場全景（奥が富山工場、手前が第２工場）

研
究
開
発
棟

生
産
棟

特別イベント

そ
ら

希望小売価格 ：385,000 円
（税抜価格 350,000 円） 

希望小売価格 ：495,000 円
（税抜価格 450,000 円）

希望小売価格 ：1,320,000 円
（税抜価格 1,200,000 円）

限定数量：150 本



第２５３５号 令和６年（２０２４年）１１月５日 （２）（第三種郵便物認可）

【機密性２】

独立行政法人 造幣局
単位：個

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

指輪 117 81 69.2% 908 998 109.9%

ﾈｯｸﾚｽ 2,846 4,141 145.5% 25,300 24,809 98.1%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 772 552 71.5% 3,764 4,076 108.3%

その他 663 32 4.8% 1,937 1,382 71.3%

計 4,398 4,806 109.3% 31,909 31,265 98.0%

指輪 363 399 109.9% 1,345 1,197 89.0%

ﾈｯｸﾚｽ 15,856 14,468 91.2% 85,495 83,739 97.9%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 4,950 3,452 69.7% 25,293 22,032 87.1%

その他 3,383 3,672 108.5% 22,537 23,986 106.4%

計 24,552 21,991 89.6% 134,670 130,954 97.2%

指輪 0 29 － 0 37 －

ﾈｯｸﾚｽ 16 0 － 49 18 36.7%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 0 － 0 0 －

その他※ 1,210 447 36.9% 14,071 10,928 77.7%

計 1,226 476 38.8% 14,120 10,983 77.8%

指輪 0 0 － 230 32 13.9%

ﾈｯｸﾚｽ 16 63 393.8% 59 735 1245.8%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 0 73 － 20 225 1,125.0%

その他 0 0 － 0 0 －

計 16 136 850.0% 309 992 321.0%

指輪 480 509 106.0% 2,483 2,264 91.2%

ﾈｯｸﾚｽ 18,734 18,672 99.7% 110,903 109,301 98.6%

ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ 5,722 4,077 71.3% 29,077 26,333 90.6%

その他 5,256 4,151 79.0% 38,545 36,296 94.2%

計 30,192 27,409 90.8% 181,008 174,194 96.2%

※銀製品（その他）の詳細

前 年 度 本 年 度 前年比(％) 前 年 度 本 年 度 前年比(％)

メダル 77 162 210.4% 770 752 97.7%

盃 680 168 24.7% 9,761 8,187 83.9%

バッジ 302 106 35.1% 1,954 575 29.4%

その他 151 11 7.3% 1,586 1,414 89.2%

計 1,210 447 36.9% 14,071 10,928 77.7%

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

銀製品
（その他）

地  金 種  類
対前年度同月受付実績比較 対前年度受付実績累計比較

貴金属製品の品位証明受付状況
（令和6年9月)

白金製品

金製品
(WG含む)

コンビ製品

合　計

銀製品

　
11
月
22
日
（
金
）
～
11
月
25

日（
月
）、愛
知
県
を
中
心
に「
第

62
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
」
が

開
催
さ
れ
る
。
今
年
は
41
の
競

技
が
実
施
予
定
。 

　「
貴
金
属
装
身
具
職
種
」（
ジ

ュ
エ
リ
ー
製
作
の
競
技
）
は
、

メ
イ
ン
会
場
の
愛
知
県
国
際
展

示
場“Aichi Sky Expo

”（
常

滑
市
）
で
行
わ
れ
る
。
日
本
ジ

ュ
エ
リ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｊ
Ａ
）
は

こ
の
大
会
運
営
に
協
力
し
て
い

る
。

　
技
能
五
輪
全
国
大
会
と
は
、

原
則
23
歳
以
下
の
技
能
者
が
技

能
の
日
本
一
を
競
う
大
会
で
、

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
さ
ま

ざ
ま
な
競
技
が
あ
り
、
貴
金
属

装
身
具
職
種
は
「
サ
ー
ビ
ス
・

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
系
」
に
属
し
て

い
る
。隔
年
で
開
催
さ
れ
る「
技

能
五
輪
国
際
大
会
」
の
前
年
の

大
会
で
は
選
手
選
考
を
兼
ね
て

い
る
。 

　
◆
大
会
概
要
◆ 

　
日
程
・
競
技
時
間
（
貴
金
属

装
身
具
職
種
） 

　
11
月
22
日
（
金
）
開
会
式 

　
11
月
23
日
（
土
）
競
技 

　
11
月
24
日
（
日
）
競
技
、
採

点 　
11
月
25
日
（
月
） 

閉
会
式
、

成
績
発
表 

　
競
技
会
場
（
貴
金
属
装
身
具

職
種
） 

　
愛
知
県
国
際
展
示
場 

“Aic
hi Sky Expo

” （
愛
知
県
常
滑

市
セ
ン
ト
レ
ア
５
‐
10
‐
１
）  

　
競
技
内
容
（
貴
金
属
装
身
具

職
種
） 

　
支
給
さ
れ
る
Ｋ
18
地
金
を
使

用
し
て
11
時
間
の
競
技
時
間
内

に
課
題
を
製
作
。
材
料
の
切
り

出
し
、
や
す
り
掛
け
、
ろ
う
付
、

表
面
の
仕
上
げ
ま
で
全
て
手
作

業
で
行
う
。
競
技
課
題
図
は
大

会
１
カ
月
前
に
公
表
さ
れ
る
。 

　
選
手
参
加
資
格 

　
・
全
国
大
会
開
催
年
に
23
歳

貴
金
属
製
品
の
品
位
証
明
受
付
状
況　
（
令
和
６
年
９
月)

　
第
47
回
技
能
五
輪
国
際
大
会

は
９
月
10
日
～
15
日
に
フ
ラ
ン

ス
・
リ
ヨ
ン
で
開
催
さ
れ
、
日

本
を
含
め
60
カ
国
・
地
域
か
ら

参
加
、
59
の
職
種
で
競
技
が
行

わ
れ
た
。

　
貴
金
属
装
身
具
職
種
に
は
昨

年
、
第
61
回
技
能
五
輪
全
国
大

会
で
金
賞
受
賞
の
福
島
大
志
さ

ん
＝
写
真
＝
（
東
京
　
ヒ
コ
・

み
づ
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ッ

ジ
）
が
出
場
し
、
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
。

　
貴
金
属
装
身
具
職
種
で
の
銅

メ
ダ
ル
受
賞
は
２
０
１
１
年
の

第
41
回
ロ
ン
ド
ン
大
会
以
来
。

　
成
績
は
、
金
：
中
国
、
銀
：

韓
国
、
銅
：
日
本
、
敢
闘
賞
：

フ
ラ
ン
ス
、
台
湾
、
イ
ン
ド
、

イ
ラ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。 

　
競
技
は
、
支
給
さ
れ
た
Ｋ
18

地
金
を
使
い
、
４
日
間
22
時
間

で
競
技
課
題
の
作
品
を
製
作
す

る
。
指
定
寸
法
に
則
り
材
料
の

切
り
出
し
、
や
す
り
掛
け
、
ろ

う
付
、
表
面
の
仕
上
げ
を
全
て

手
作
業
で
行
う
。 

　
な
お
、
ワ
ー
ル
ド
ス
キ
ル
ズ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
総
会
で

の
投
票
に
よ
り
、
２
０
２
８
年

に
日
本
（
愛
知
）
で
の
開
催
が

決
定
し
た
。
日
本
で
の
開
催
は

１
９
７
０
年
（
東
京
）、
１
９
８

５
年（
大
阪
）、２
０
０
７
年（
静

岡
）
に
続
き
４
回
目
と
な
る
。

　
日
本
真
珠
振
興
会
（
主
催
）

と
日
本
真
珠
輸
出
組
合（
共
催
）

は
、11
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、

Ｂ
to
Ｂ
に
特
化
し
た
真
珠
の
国

際
展
示
会「
第
５
回
ジ
ャ
パ
ン
・

パ
ー
ル
・
フ
ェ
ア
」
を
神
⼾
で

開
催
す
る
。 

　
日
本
で
真
珠
養
殖
が
発
明
さ

れ
て
約
１
３
０
年
。
日
本
は
世

界
の
真
珠
の
集
積
場
と
し
て
機

能
し
て
き
た
。
日
本
の
真
珠
養

殖
と
加
⼯
の
技
術
は
世
界
か
ら

称
賛
さ
れ
て
お
り
、
世
界
で
⽣

産
さ
れ
る
海
⽔
産
真
珠
の
60
％

以
上
が
日
本
の
真
珠
業
者
を
通

じ
て
取
引
さ
れ
て
い
る
。

　
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ー
ル
・
フ
ェ

ア
で
は
日
本
の
真
珠
事
業
者
が

約
１
０
０
社
出
展
し
、
年
々
希

少
性
が
増
し
て
い
る
あ
こ
や
真

珠
か
ら
⽩
蝶
真
珠
、
⿊
蝶
真
珠

等
、
多
種
多
様
な
真
珠
が
出
品

さ
れ
る
。
来
場
者
は
海
外
を
中

心
に
厳
選
さ
れ
た
真
珠
の
プ
ロ

の
バ
イ
ヤ
ー
を
招
待
し
て
お

り
、
Ｂ
to
Ｂ
の
商
談
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
。
第
５

回
目
と
な
る
今
回
は
、
徐
々
に

認
知
度
も
⾼
ま
り
つ
つ
あ
り
、

今
回
も
真
珠
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

（
英
語
・
中
国
語
対
応
可
）
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
や
、
セ

ミ
ナ
ー
等
も
開
催
さ
れ
る
。 

　【
展
⽰
会
】
第
５
回
ジ
ャ
パ

ン
・
パ
ー
ル
・
フ
ェ
ア

　【
⽇
時
】
11
月
11
～
13
日
10

時
～
17
時（
最
終
日
の
み
16
時
） 

　【
会
場
】
神
⼾
国
際
展
示
場

３
号
館 

神
⼾
市
中
央
区
港
島

中
町
６
丁
目
11
‐
１ 

　【
開
会
式
】
11
月
11
日
９
時

30
分
～ VIP

ツ
ア
ー
10
時
～ 

　【
セ
ミ
ナ
ー
】

　
11
月
12
日
15
時
～ 

　「
真
珠
養
殖
の
安
定
化
を
実

現
す
る
た
め
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
全

ゲ
ノ
ム
解
析
法
」 

　
日
本
真
珠
振
興
会
・
⽵
内
猛

主
席
研
究
員 

　
11
月
13
日
13
時
～ 

　「
⾚
松
先
⽣
の
真
珠
講
座 

【
⽇
本
に
お
け
る
真
珠
宝
飾
⽂

化
の
始
ま
り
】」 

　
日
本
真
珠
振
興
会
・
⾚
松
蔚

参
与

　
田
中
貴
金
属
グ
ル
ー
プ
の
中

核
企
業
と
し
て
産
業
用
貴
金
属

事
業
を
展
開
す
る
田
中
貴
金
属

⼯
業
㈱
（
東
京
都
中
央
区
、
田

中
浩
一
朗
代
表
取
締
役
社
長
執

行
役
員
）
は
、 

⽩
金
（
プ
ラ
チ

ナ
、
Pt
）
材
料
に
お
い
て
、
結

晶
粒
径
を
ナ
ノ
サ
イ
ズ
に
制
御

し
た
バ
ル
ク
体
の
開
発
に
、
世

界
で
初
め
て
成
功
し
た
。

　
同
新
技
術
で
は
、
一
般
的
な

金
属
バ
ル
ク
体
の
平
均
粒
径

が
、
小
さ
く
て
も
約
10
μ
ｍ
程

度
と
さ
れ
て
い
た
中
、
平
均
結

晶
粒
径
を
ナ
ノ
サ
イ
ズ
で
制
御

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
一

般
的
な
⽩
金
材
料
の
10
倍
の
硬

度
と
４
倍
の
強
度
を
有
す
る
純

度
99
・
９
％
以
上
の
⾼
純
度
な

⽩
金
材
料
が
製
造
で
き
る
。

以
下
（
２
０
０
１
年
１
月
１
日

以
降
の
⽣
ま
れ
）
で
あ
る
こ
と 

　
・
過
去
の
技
能
五
輪
国
際
大

会
で
同
一
職
種
の
競
技
に
参
加

し
た
こ
と
が
な
い
こ
と  

　
Ｊ
Ｊ
Ａ
か
ら
の
派
遣
委
員 

　
運
営
委
員
兼
競
技
委
員
主
査

に
坂
巻
章
雄
氏
（
Ｊ
Ｊ
Ａ
技
能

者
育
成
支
援
委
員
会
副
委
員

長
）、
競
技
委
員
に
小
池
浄
氏

（
同
委
員
）、
榊
原
敏
洋
氏
（
同

委
員
）、
今
野
琢
也
氏
（
㈱
ミ

キ
モ
ト
装
身
具
）
が
就
任
。
現

地
で
大
会
運
営
に
協
力
す
る
。 

　
表
彰
制
度  

　
Ｊ
Ｊ
Ａ 

で
は
、「
も
の
づ
く

り
」
に
対
す
る
関
心
を
⾼
め
、

技
能
大
会
へ
の
参
加
者
を
増
や

し
、
ひ
い
て
は
日
本
の
ジ
ュ
エ

リ
ー
の
品
質
を
維
持
向
上
さ
せ

る
た
め
上
位
入
賞
者
に
報
奨
金

を
授
与
し
て
い
る
。 

　「
本
日
、
２
年
ぶ
り
に
来

賓
を
お
招
き
し
て
懇
親
会
を

開
催
で
き
る
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
る
。
先
ほ
ど
の
理
事

会
で
は
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界

の
今
後
に
つ
い
て
多
く
の
議

論
を
行
っ
た
。
山
梨
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
産
業
は
、
日
本
国
内

に
お
い
て
特
に
重
要
な
位
置

を
占
め
て
お
り
、
Ｊ
Ｊ
Ａ
と

し
て
も
山
梨
の
皆
様
と
の
連

携
が
業
界
の
活
性
化
に
と
っ

て
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
本
日
の
懇
親
会
は
、

そ
う
し
た
連
携
を
さ
ら
に
深

め
る
た
め
の
有
意
義
な
機
会

だ
と
思
っ
て
い
る
」 

。

　
ま
た
、
２
０
２
８
年
に
日

本
で
開
催
予
定
の
技
能
五
輪

国
際
大
会
に
つ
い
て
も
触

れ
、
貴
金
属
装
身
具
部
門
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
協
会
と

し
て
全
力
で
支
援
す
る
意
向

を
表
明
。
特
に
山
梨
に
は
優

れ
た
職
人
が
多
い
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ

て
、
さ
ら
に
地
元
の
ジ
ュ
エ

リ
ー
産
業
が
活
性
化
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
と
述
べ

た
。 

　
続
い
て
、
Ｙ
Ｊ
Ａ
柳
本
力

理
事
長
が
登
壇
し
Ｊ
Ｊ
Ａ
と

来
賓
に
対
し
て
感
謝
の
意
を

表
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｙ
Ｊ
Ａ

が
昨
年
、
若
手
メ
ン
バ
ー
を

中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
中
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

た
こ
と
を
報
告
し
、
職
人
の

減
少
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
現
状
に
つ
い
て
も
言
及
し

た
。 

　
柳
本
理
事
長
は
ま
た
、
２

０
２
５
年
４
月
９
日
か
ら

11
日
に
開
催
予
定
の
「
山

梨
ジ
ュ
エ
リ
ー
フ
ェ
ア

２
０
２
５
」
に
向
け
て
、
Ｊ

Ｊ
Ａ
会
員
や
関
係
者
に
協
力

を
呼
び
か
け
た
。   

　
そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
招

か
れ
た
衆
議
院
議
員
ジ
ュ
エ

リ
ー
議
員
連
盟
永
井
学
幹

事
、
同
中
谷
真
一
幹
事
（
代

理
）、
同
堀
内
詔
子
幹
事
長

代
理
（
代
理
）、
山
梨
県
大

久
保
雅
直
副
知
事
が
そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
を
行
い
、
ジ
ュ
エ
リ

ー
業
界
の
未
来
に
向
け
た
期

待
を
表
明
し
た
。 

　
乾
杯
の
音
頭
は
甲
府
市
樋

口
雄
一
市
長
が
務
め
、「
本

日
、
甲
府
で
こ
の
よ
う
に
盛

大
な
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
喜
び
、
甲
府

市
長
と
し
て
感
謝
申
し
上
げ

る
。２
年
に
１
度
と
言
わ
ず
、

何
度
も
開
催
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
甲
府
市
と
し
て
ジ

ュ
エ
リ
ー
業
界
の
振
興
に
尽

力
し
て
ま
い
る
の
で
、
Ｊ
Ｊ

Ａ
の
皆
様
方
に
は
引
き
続
き

ご
指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
」
と
述
べ
、
乾

杯
を
唱
和
し
た
。

　
日
本
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
（
Ｊ

Ｊ
Ａ
）
は
、
10
月
16
日
、
山
梨
・

甲
府
の
古
名
屋
ホ
テ
ル
で
理
事

会
を
開
き
、
終
了
後
「
甲
府
懇

親
会
」
を
開
催
し
た
。
Ｊ
Ｊ
Ａ

関
係
者
20
人
、
山
梨
県
ジ
ュ
エ

リ
ー
協
会
（
Ｙ
Ｊ
Ａ
）
13
人
に

加
え
、
地
元
の
来
賓
も
参
加
し

て
親
睦
を
深
め
た
。 

　
午
後
５
時
、
司
会
の
Ｊ
Ｊ
Ａ

田
中
由
美
理
事
が
、
甲
府
で
の

懇
親
会
は
隔
年
開
催
の
た
め
２

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
旨
を
説

明
し
開
会
を
宣
言
。
最
初
に
登

壇
し
た
Ｊ
Ｊ
Ａ
長
堀
慶
太
会
長

は
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
の
現
状

や
展
望
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
挨
拶
し
た
。 

11
月
11
日
～
13
日

ま
で
神
戸
で
開
催

第
５
回
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ー
ル
フ
ェ
ア

Ｂ
to
Ｂ
に
特
化
し
た
真
珠
の
国
際
展
示
会

世界初！ナノサイズ結晶粒を有
する白金材料の製造技術に成功

田中貴金属工業

日
本
の
同部門

受
賞
は
２
０
１
１
年
以
来

銅
メ
ダ
ル
獲
得
の
快
挙

貴
金
属
装
身
具
職
種

同技術で製造した白金材料
（円柱形状とリング形状）

昨
年
（
第
61
回
）
大
会
の
様
子
と
金
賞
作
品

技能五輪国際大会
第
47
回

第
47
回技能五輪国際大会技能五輪国際大会技能五輪国際大会

11
月
22
日
～
25
日 

愛
知
県
中
心
に
開
催

23
歳
以
下
の
技
能
者
が
日
本
一
を
競
う

第
62
回

技
能
五
輪
全
国
大
会

ＪＪＡ

産
地
と
の
連
携
深
め
業
界
の
活
性
化
を
期
す

甲
府
懇
親
会
を
開
催

ＹＪＡ柳本理事長 挨拶するＪＪＡ長堀会長

ＹＪＡ国際委員会ソンキヤ・
ナビン委員長

乾杯の挨拶を述べる
甲府市樋口市長

ＪＪＡＪＪＡ 福
島
大
志
氏
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１
９
７
０
年
生
ま
れ
、東
京
都
出
身
。

16
歳
で
渡
米
し
て
江
連
忠
プ
ロ
と
出

会
い
、
試
合
を
転
戦
し
な
が
ら
ゴ
ル

フ
最
新
理
論
を
学
ぶ
。
96
年
日
本
プ

ロ
テ
ス
ト
合
格
。
多
く
の
プ
ロ
、
ア

マ
を
指
導
し
、レ
ッ
ス
ン
が
大
人
気
。

スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道
スコアアップの
　　　　近道

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
小
野
寺
誠
の
極
意

　
久
し
ぶ
り
の
コ
ー
ス
ラ
ウ
ン

ド
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ア
マ
チ

ュ
ア
は
朝
早
く
に
ゴ
ル
フ
場
へ

到
着
し
て
、
日
ご
ろ
の
練
習
不

足
を
解
消
し
よ
う
と
ド
ラ
イ
ビ

ン
グ
レ
ン
ジ
で
一
生
懸
命
に
ボ

ー
ル
を
た
く
さ
ん
打
っ
て
汗
を

か
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
ウ

エ
ッ
ジ
ま
で
13
本
の
ク
ラ
ブ
を

た
っ
ぷ
り
練
習
し
て
も
短
い
時

間
で
満
足
の
い
く
結
果
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
ド

ラ
イ
バ
ー
が
大
き
く
ス
ラ
イ
ス

し
た
、ア
イ
ア
ン
が
ダ
フ
っ
た
、

ウ
エ
ッ
ジ
で
ト
ッ
プ
し
た
な
ど

ミ
ス
が
出
始
め
る
と
不
安
が
募

る
ば
か
り
で
、
ゴ
ル
フ
の
調
子

を
仕
上
げ
る
ど
こ
ろ
か
、
疲
れ

て
ス
タ
ー
ト
前
の
練
習
が
ス
コ

ア
を
崩
す
原
因
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　
ス
タ
ー
ト
前
は
、
①
手
の
平

の
感
触
を
覚
醒
さ
せ
る
②
バ
ラ

ン
ス
の
い
い
動
き
を
思
い
出
す

―
―
、
こ
の
２
つ
が
何
よ
り
も

大
事
で
す
。

　
練
習
す
る
ク
ラ
ブ
も
ド
ラ
イ

ス
タ
ー
ト
前
の
練
習
に
は

こ
の
２
つ
が
何
よ
り
大
事

バ
ー
、
得
意
ク
ラ
ブ
（
７
Ｉ
か

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
）、
シ
ョ

ー
ト
ア
イ
ア
ン（
９
Ｉ
か
Ｐ
Ｗ
）

と
長
さ
が
異
な
る
３
本
だ
け
で

Ｏ
Ｋ
。
い
ろ
ん
な
ク
ラ
ブ
を
振

る
よ
り
も
ス
イ
ン
グ
バ
ラ
ン
ス

を
リ
セ
ッ
ト
し
や
す
い
か
ら
で

す
。

　
振
り
心
地
の
い
い
得
意
ク
ラ

ブ
を
ベ
ー
ス
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー

や
シ
ョ
ー
ト
ア
イ
ア
ン
と
打
ち

分
け
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ブ
の
長

さ
や
重
さ
に
よ

る
違
い
を
体
感

で
き
ス
イ
ン
グ

を
整
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア

は
ウ
ッ
ド
が
好

調
な
の
に
ア
イ

ア
ン
は
不
調
、

そ
の
逆
も
あ
っ

て
ス
イ
ン
グ
に

偏
り
が
見
ら
れ

ま
す
。

ウ
ッ
ド
が
悪
い
原
因
は
、
肩
が

突
っ
込
み
、
上
体
や
腕
だ
け
に

頼
っ
て
ク
ラ
ブ
を
振
り
回
し
て

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
が
う
ま
く
取
れ

な
い
ア
マ
チ
ュ
ア
に
多
い
。

　
短
い
ク
ラ
ブ
は
体
が
主
に
動

き
ま
す
が
、
長
い
ク
ラ
ブ
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
体
が
支
え
る
な

ど
、
ク
ラ
ブ
と
体
と
の
主
従
関

係
が
違
い
ま
す
。
そ
れ
に
気
付

か
ず
に
ス
タ
ー
ト
前
か
ら
ク
ラ

ブ
を
振
り
回
し
て
い
る
と
、
ウ

ッ
ド
系
か
シ
ョ
ー
ト
ア
イ
ア
ン

系
か
、
ス
イ
ン
グ
が
偏
り
プ
レ

ー
が
安
定
し
ま
せ
ん
。

　
ス
タ
ー
ト
前
の
練
習
は
１
コ

イ
ン
25
～
30
球
で
十
分
で
す
。

ボ
ー
ル
が
飛
ん
だ
と
、
目
が
喜

ぶ
練
習
で
は
な
く
、
出
球
が
真

っ
す
ぐ
飛
ぶ
の
が
望
ま
し
く
、

感
触
の
い
い
シ
ョ
ッ
ト
が
数
多

く
打
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
そ
し
て
１
球
打
つ
ご
と
に
、

必
ず
丁
寧
な
素
振
り
を
入
れ
る

こ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
素
振

り
に
は「
肩
が
突
っ
込
ま
な
い
」

「
あ
ご
の
下
に
肩
を
入
れ
る
」

な
ど
各
自
の
課
題
を
意
識
す
る

だ
け
で
、
ス
イ
ン
グ
バ
ラ
ン
ス

が
よ
く
な
り
、
出
だ
し
ホ
ー
ル

か
ら
大
た
た
き
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
も
無
く
な
る
は
ず
で
す
。

①手の平の感触を覚醒
②バランスのいい動き

　
ウ
ッ
ド
が
よ
く
て
ア
イ
ア
ン

が
悪
い
原
因
は
、
右
手
を
使
い

過
ぎ
て
、
右
サ
イ
ド
に
体
重
が

残
っ
た
り
、
手
を
返
し
た
り
、

す
く
い
打
ち
の
傾
向
か
ら
ダ
フ

り
の
ミ
ス
が
出
や
す
い
か
ら
で

す
。

　
一
方
ア
イ
ア
ン
が
よ
く
て
、

野村克也氏の腕時計は
４０００万円の超高級品

　
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
米
東
海

岸
、
西
海
岸
の
名
門
球
団
に

よ
る
43
年
ぶ
り
の
頂
上
決
戦

に
な
っ
た
今
年
の
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
。
渡
米
７
年
目
で

初
め
て
ポ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
を

体
験
し
た
大
谷
翔
平
や
、
ル

ー
キ
ー
山
本
由
伸
の
活
躍
も

あ
り
、
ド
ジ
ャ
ー
ス
が
４

勝
１
敗
で
ヤ
ン
キ
ー
ス
を

下
し
、
４
年
ぶ
り
８
度
目

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い

た
。

　
熱
戦
ば
か
り
で
な
く
、

両
チ
ー
ム
監
督
と
の
腕
時

計
に
も
関
心
が
集
ま
っ

た
。

　
ド
ジ
ャ
ー
ス
を
指
揮
す

る
ロ
バ
ー
ツ
監
督
は
Ｉ
Ｗ

Ｃ
「
モ
ハ
ー
ヴ
ェ
・
デ
ザ

ー
ト
」
を
つ
け
て
い
た
。

　
時
計
好
き
で
も
知
ら

れ
、「
パ
ネ
ラ
イ
」「
オ
ー

デ
ィ
マ
・
ピ
ケ
」
な
ど
高

級
ブ
ラ
ン
ド
も
愛
用
す
る

が
、
今
シ
ー
ズ
ン
好
成
績

の
ゲ
ン
を
担
ぎ
文
字
盤
、
ベ

ル
ト
、
フ
レ
ー
ム
と
も
モ
ス

グ
リ
ー
ン
色
の
「
モ
ハ
ー
ヴ

ェ
・
デ
ザ
ー
ト
」
を
最
後
ま

で
手
放
さ
な
か
っ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
ヤ
ン
キ
ー
ス
の

ブ
ー
ン
監
督
の
腕
に
は
重
厚

な
「
オ
リ
ス
」
だ
っ
た
。

　
先
発
投
手
に
よ
っ
て
ベ
ル

ト
を
青
色
、
黄
色
、
ア
ー
ミ

ー
グ
リ
ー
ン
、
青
緑
色
に
変

え
て
、
試
合
ご
と
に
違
う
輝

き
を
放
っ
て
い
た
。

　
ベ
ン
チ
で
は
多
く
の
ス
タ

ッ
フ
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
は

い
え
監
督
は
孤
独
な
ポ
ジ
シ

ョ
ン
だ
。

　「
勝
ち
試
合
は
選
手
の
功

績
、
負
け
試
合
は
監
督
の
責

任
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
常

に
勝
利
を
求
め
ら
れ
、
ワ
ー

ル
ド
シ
リ
ー
ズ
は
短
期
決
戦

だ
け
に
フ
ァ
ン
や
球
団
の
期

待
は
大
き
く
、
些
細
な
失
敗

す
ら
許
さ
れ
な
い
。

　
そ
れ
で
な
く
て
も
メ
ジ
ャ

ー
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
ピ
ッ
チ
ク
ロ
ッ

ク
な
ど
投
球
間
隔
の
時
間
制

限
が
あ
っ
て
目
ま
ぐ
る
し
く

試
合
が
動
く
。
ア
ウ
ト
や
セ

ー
フ
な
ど
微
妙
な
判
定
に
異

議
を
申
し
立
て
る
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
制
度
」も
監
督
が
行
い
、

原
則
と
し
て
１
試
合
に
１
度

だ
け
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
判
定

が
覆
れ
ば
も
う
一
度
権
限
が

得
ら
れ
る
な
ど
、
絶
え
ず
緊

張
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
投
手
交
代
、
申
告
敬
遠
と

瞬
時
に
試
合
の
流
れ
、
チ
ャ

ン
ス
を
見
逃
さ
ず
に
、
気
の

休
ま
る
間
も
な
い
。

　
狂
い
の
な
い
正
確
な
時
を

刻
む
腕
時
計
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
、
な
に
よ
り
も
頼
り

に
な
る
は
ず
だ
。

　
国
内
で
は
ヤ
ク
ル
ト
を
リ

ー
グ
優
勝
４
度
、
日
本
一
に

３
度
導
い
た
野
村
克
也
氏
の

時
計
好
き
が
有
名
だ
っ
た
。

　
優
れ
た
観
察
力
が
あ
り
、

選
手
に
考
え
さ
せ
て
、
育
て

る
指
導
法
が
高
く
評
価
さ

れ
、
緻
密
な
デ
ー
タ
に
よ
る

Ｉ
Ｄ
野
球
は
日
本
球
界
に
も

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
。

　
野
村
氏
は「
ジ
ェ
イ
コ
ブ
」

「
ハ
リ
ー
・
ウ
イ
ン
ス
ト
ン
」

「
デ
ュ
ナ
ミ
ス
」
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
り
、「
こ
う
い

う
も
の
を
つ
け
て
い
な
い
と

安
心
で
き
な
い
」
と
ヤ
ク
ル

ト
時
代
に
４
０
０
０
万
円
も

す
る
高
級
腕
時
計
を
身
に
付

け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
野

球
監
督
が
時
の
流
れ
を
的
確

に
見
抜
い
て
ゲ
ー
ム
を
有
利

に
進
め
る
に
は
、
頼
り
に
な

る
腕
時
計
が
不
可
欠
だ
っ
た

と
い
え
る
の
だ
。

　（
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
・

三
山
典
央
）

Ｖ 

ド
軍
監
督
の
腕
時
計
は
Ｉ
Ｗ
Ｃ

　
㈱
パ
リ
ミ
キ（
東
京
都
港
区
、

恒
吉
裕
司
代
表
取
締
役
社
長
）

と
水
戸
証
券
㈱
（
東
京
都
文
京

区
、
小
林
克
徳
代
表
取
締
役
社

長
）
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
を
目
的
と
し
て
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
Ｎ
Ｇ
Ｏ
未
来
の
子

ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
か
さ
い 

ひ
ろ
こ
代
表
）
と
協
力
し
、
経

済
的
な
事
情
な
ど
で
メ
ガ
ネ
を

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
世

帯
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

教
育
環
境
の
改
善
や
保
護
者
の

負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
な
お
、
今
後
も
子
ど
も
支
援

団
体
と
の
取
り
組
み
を
す
す
め

て
い
く
。  

　【
サ
ポ
ー
ト
概
要
】

　「
未
来
の
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
が
「
見
え
に
く
さ
」
を

感
じ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
声

掛
け
を
し
、
財
団
と
相
談
。
商

品
券
の
交
付
、
利
用
し
や
す
い

環
境
を
構
築
。
財
団
と
支
援
法

人
と
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
。  

　【
助
成
の
対
象
】

　
以
下
の
全
て
の
項
目
に
該
当

す
る
こ
と

　
①
経
済
的
な
事
情
な
ど
で
支

援
が
必
要
な
子
育
て
世
帯
の
う

　
助
成
対
象
者
の
項
目
を
満
た

し
て
い
て
も
、
以
下
に
該
当
す

る
場
合
は
助
成
対
象
外
と
す
る

　
① 

生
活
保
護
制
度
の
「
医

療
扶
助
」
で
メ
ガ
ネ
を
作
製
し

て
い
る
場
合

　
②
転
売
な
ど
営
利
を
目
的
と

す
る
場
合

　
③
反
社
会
的
勢
力
ま
た
は
密

接
な
関
係
が
あ
る
場
合

　
④
第
三
者
に
資
金
を
交
付
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
場
合

　
⑤
医
師
か
ら
、
９
歳
未
満
の

児
童
が
使
用
す
る
治
療
用
メ
ガ

ネ
（
小
児
弱
視
等
）
に
よ
る
矯

正
が
必
要
と
診
断
さ
れ
、
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
等
の
療
養

費
が
適
用
さ
れ
る
場
合

　【
受
付
期
間
】

　
11
月
１
日
（
土
）
～
２
０
２

５
年
10
月
31
日
（
金
）

　
実
施
期
間
内
に
お
い
て
も
予

定
額
に
達
し
た
場
合
、
終
了
を

す
る
こ
と
が
あ
る
。  

　【
申
込
方
法
】

　
応
募
期
間
中
、申
請
者
は「
未

来
の
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
担
当
者
に
応
募
の
旨
を
伝

え
、
担
当
者
よ
り
申
込
書
を
受

け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出
す
る
。
た
だ
し
、
特

別
な
事
情
で
保
護
者
か
ら
の
申

し
込
み
が
困
難
な
場
合
に
は
、

子
ど
も
食
堂
担
当
者
等
が
申
込

書
を
記
入
す
る
こ
と
を
可
能
と

す
る
。

ち
、
メ
ガ
ネ
を
新
規
購
入
ま
た

は
買
い
替
え
を
必
要
と
す
る
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で

　
② 

「
未
来
の
子
ど
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
定
期
的
に
利
用
し

て
い
る
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

　
な
お
、
本
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
医
療
機
関
（
眼
科
）
に

よ
る
視
力
検
査
を
行
い
、
眼
鏡

等
作
成
指
示
書
（
処
方
せ
ん
）

の
受
領
が
必
要
で
あ
る
こ
と

　
③
対
象
県
内
在
住
で
あ
る
こ

と  　【
助
成
の
対
象
外
】

　
両
団
体
で
交
わ
し
た
規
約
内
容

（
原
文
）
は
左
記
の
通
り
。

　
◎
目
的

　
１
）
日
メ
協
と
東
京
組
合
は
、
我

が
国
及
び
東
京
地
域
の
生
活
者
・
メ

ガ
ネ
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
適
切
な
眼
鏡

提
供
に
よ
る
Ｑ
Ｏ
Ｖ
（
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
・
オ
ブ
・
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
向
上
が

実
現
す
る
よ
う
に
お
互
い
に
協
力
す

る
。

　
２
）
日
メ
協
は
、
東
京
組
合
の
組

合
事
業
発
展
に
協
力
す
る
。

　
３
）
日
メ
協
と
東
京
組
合
は
我
が

国
及
び
東
京
地
域
の
眼
鏡
作
製
技
能

士
の
啓
蒙
、
社
会
的
地
位
の
高
揚
を

目
指
す
。

　
◎
規
約
詳
細

　
１
）
相
互
の
活
動
の
情
報
交
換
を

行
う
。

　
２
）
必
要
に
応
じ
協
力
関
係
で
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
。

　
３
）
必
要
に
応
じ
協
力
関
係
で
共

同
事
業
を
行
う
。

　
４
）
両
団
体
は
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体

で
あ
る
の
で
、
金
銭
的
、
物
理
的
、

役
務
的
な
権
利
義
務
は
事
前
に
合
意

し
た
も
の
を
除
き
発
生
し
な
い
。

　
５
）
東
京
組
合
は
日
メ
協
の
定
め

る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
主
体
と
し

た
各
種
ル
ー
ル
を
順
守
す
る
。

　
６
）
東
京
組
合
は
日
メ
協
の
ロ
ゴ

な
ど
の
知
的
財
産
を
、
日
メ
協
の
許

諾
を
得
た
上
で
、
東
京
組
合
及
び
組

合
員
は
販
促
物
、
印
刷
物
な
ど
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
◎
規
約
変
更

　
一
方
の
団
体
よ
り
規
約
内
容
変
更

の
要
望
が
あ
る
場
合
は
、
要
望
提
案

の
あ
る
団
体
の
執
行
部
よ
り
、
変
更

希
望
依
頼
を
行
い
、
他
方
の
執
行
部

と
協
議
の
上
、
決
定
す
る
も
の
と
す

る
。

　
◎
紛
争
・
疑
義

　
何
ら
か
の
理
由
に
お
い
て
紛
争
、

疑
義
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
双
方

が
誠
意
を
も
っ
て
解
決
に
あ
た
る
も

の
と
す
る
。

　
東
京
眼
鏡
販
売
店
協
同
組
合

（
山
崎
親
一
理
事
長
、
略
称
＝
東

京
組
合
）と
日
本
メ
ガ
ネ
協
会（
風

早
昭
正
理
事
長
、略
称
＝
日
メ
協
）

は
、
こ
の
ほ
ど
、
お
互
い
の
活
動

に
お
い
て
、「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
団
体
規
約
」
を
締
結
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
日
メ
協
の
許
諾

を
得
た
上
で
、
東
京
組
合
及
び
組

合
員
は
販
促
物
や
印
刷
物
な
ど
に

日
メ
協
の
ロ
ゴ
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
共
同
事
業
な
ど
に
共
同
関
係

を
保
ち
、
相
互
の
連
携
関
係
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
眼
鏡
作
製
技
能
士
制
度
の
拡
充

に
尽
力
し
て
い
る
同
組
合
は
日
メ

協
の
発
足
時
よ
り
、
そ
の
主
旨
及

び
諸
活
動
に
対
し
て
賛
同
し
協
力

し
て
い
る
。

　
そ
の
実
際
に
は
、
同
組
合
は
す

で
に
日
メ
協
の
小
売
店
会
員
の
団

体
登
録
の
窓
口
と
な
っ
て
協
力
し

て
き
た
経
緯
も
あ
る
。

　
こ
こ
に
改
め
て
、
日
メ
協
か
ら

相
互
の
連
携
関
係
を
規
約
と
し
て

明
確
に
し
て
文
書
で
取
り
交
わ
す

こ
と
を
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
同
組
合
で
は
、
９
月
26
日
、

山
崎
親
一
理
事
長
名
で
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
団
体
規
約
」
の
締
結

を
諮
る
議
案
を
、
役
員
に
書
面
決

議
で
実
施
し
た
結
果
、
賛
成
多
数

を
得
ら
れ
、
そ
の
報
告
を
10
月
８

日
に
開
催
し
た
定
例
理
事
会
で
行

い
、
同
日
を
も
っ
て
、
正
式
に
同

規
約
に
基
づ
い
た
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
団
体
」
を
締
結
す
る
こ
と

に
至
っ
た
。

　
な
お
、
日
メ
協
で
は
、
こ
れ
を

機
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
希
望

す
る
国
内
の
団
体
や
組
合
に
対
し

て
、
積
極
的
に
締
結
交
渉
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　日本眼鏡技術社協会（木方伸一郎会長）は、国
家検定「眼鏡作製技能士」の２０２４年度第３回
合格者を１０月１７日に発表した。
　第３期生の眼鏡作製技能士の合格者、１級
２２３人、２級７９７人の合計１０２０人だった。

写真左から、㈱パリミキ恒吉裕司代表取
締役社長、㈱パリミキホールディングス
多根幹雄代表取締役会長、水戸証券㈱飯
村雄司執行役員、横田秀樹経営企画部長、
経営企画広報室長

販
促
物
や
印
刷
物
な
ど
ロ
ゴ
使
用
可
能
に

共
同
事
業
で
連
携
強
化

東
京
眼
鏡
販
売
店
協
が

日
メ
協
と
締
結

パートナーシップ団体規約

水戸証券とパリミキが連携

子ども達にメガネ届けるプロジェクト

一人ひとりにあった教育環境の実現へ

子ども達にメガネ届けるプロジェクト

一人ひとりにあった教育環境の実現へ

２
０
２
４

「眼鏡作製技能士」
受検者数と合格者数報告

ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ

モ
ハ
ー
ヴ
ェ

・
デ
ザ
ー
ト
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本の出版をしませんか
あなたの本作りをお手伝いします。

経験豊かな編集者、デザイナーが相談に乗り、

大事な作品を一冊の本に仕上げます。

どうぞお気軽にお問い合わせください。

時計工藝新聞社 TEL. 03-3501-9727    FAX. 03-6458-8701

Let's make a book

　
リ
オ
ン
㈱
（
東
京
都
国
分
寺

市
、
岩
橋
清
勝
代
表
取
締
役
社

長
）
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本

デ
ザ
イ
ン
振
興
会
が
主
催
す

る
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
お

い
て
、「
補
聴
器
普
及
に
向
け

た
取
組
み
」
が
２
０
２
４
年
度

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し

た
。

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱

と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

の
締
結
に
よ
り
、
両

社
の
強
み
を
活
か

し
、
Ａ
Ｉ
な
ど
を
搭

載
し
た
次
世
代
補
聴
器
「
リ
オ

ネ
ッ
ト
２
」
を
開
発
し
た
こ
と

に
加
え
、
簡
易
的
に
聞
こ
え
の

状
態
を
測
定
で
き
る
ツ
ー
ル
の

活
用
や
全
国
で
の
聞
こ
え
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、

難
聴
を
知
る
機
会
を
創
出
し
啓

発
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
た
。

兼
ね
備
え
た
「
日
本
刀
」
と

“M
R-G

”
の
姿
を
重
ね
合
わ

せ
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日
本
刀「
重

力
丸
︱
燦
︱
」
を
特
別
に
制
作

し
た
。
刀
匠
・
上
山
輝
平
氏
が

刀
身
を
、
伝
統
工
芸
士
・
野
村

守
氏
が
青
貝
の
鞘
（
さ
や
）
を

手
が
け
て
い
る
。

　『 M
RG-B2000JS 

』
は
、

日
本
刀
「
重
力
丸
︱
燦
︱
」
を

モ
チ
ー
フ
に
、
日
本
刀
特
有
の

伝
統
技
法
や
美
意
識
を
表
現
し

た
造
形
が
際
立
つ
耐
衝
撃
ウ
オ

ッ
チ
。
独
特
の
紋
様
が
浮
か
ぶ

再
結
晶
化
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
チ
タ

ン
ベ
ゼ
ル
は
、
64
チ
タ
ン
と
純

チ
タ
ン
を
積
層
し
、
高
温
高
圧

で
圧
縮
加
工
し
た
後
、
切
削
、

研
磨
、
再
結
晶
化
処
理
を
す
る

こ
と
で
「
重
力
丸
︱
燦
︱
」
の

美
し
い
刃
文
を
体
現
し
た
。
バ

ン
ド
に
は
、
鞘
に
採
用
さ
れ
て

い
る
青
貝
の
意
匠
を
用
い
た
テ

ク
ス
チ
ャ
ー
を
あ
し
ら
っ
て
い

る
。
純
チ
タ
ン
の
約
３
倍
の
硬

度
を
持
つDAT55G

に
、
ミ

ク
ロ
ン
単
位
の
加
工
を
施
す
こ

と
で
、
光
の
反
射
で
見
る
角
度

に
よ
っ
て
色
彩
が
変
化
す
る
美

し
い
発
色
を
生
み
出
し
て
い

る
。

　
裏
蓋
に
は
、
刀
匠
・
上
山
輝

平
氏
が
、
日
本
刀
の
銘
切
り
と

同
じ
手
法
で
「
燦
」
の
文
字
を

刻
印
。
一
つ
ひ
と
つ
手
作
業
で

仕
上
げ
ら
れ
、
一
点
も
の
と
し

て
唯
一
無
二
の
特
別
な
表
情
が

楽
し
め
る
。

　
文
字
板
に
施
さ
れ
た
、「
重

力
丸
︱
燦
︱
」
の
柄
に
使
わ
れ

て
い
る
菱
巻
（
ひ
し
ま
き
）
柄

や
、
刀
の
反
り
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
曲
面
形
状
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

な
ど
、
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
り

刀
剣
の
世
界
観
を
表
現
し
た
モ

デ
ル
。

　
メ
ー
カ
ー
希
望
小
売
価
格
：

１
１
０
万
円
（
税
込
）

　
カ
シ
オ
計
算
機
は
、
耐
衝

撃
ウ
オ
ッ
チ
“G-SHOCK

”

の
最
上
位
シ
リ
ー
ズ 

“M
R-G

（
エ
ム
ア
ー
ル
ジ
ー
）”
の
新
製

品
と
し
て
、
特
別
制
作
し
た
日

本
刀「
重
力
丸
︱
燦（
さ
ん
）︱
」

を
モ
チ
ー
フ
に
、
日
本
刀
が
持

つ
強
さ
と
美
し
さ
を
造
形
で
表

し
た
『M

RG-B2000JS

』
を

世
界
限
定
８
０
０
本
で
発
売
す

る
。

　“M
R

-G

”

は
、「
究
極
の

タ
フ
ネ
ス
ウ
オ

ッ
チ
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
最
先

端
技
術
や
熟
練

の
金
属
加
工
技

術
を
採
り
入

れ
、
細
部
ま
で

丹
念
に
作
り
上

げ
た“G-SHO
CK

”の
最
上
位

シ
リ
ー
ズ
。

　
今
回
、
強
さ

と
機
能
美
を

飾
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
の
あ
る

方
、
こ
れ
か
ら
新
規
参
入
し
た

い
方
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
リ
エ

イ
タ
ー
が
仕
入
れ
や
ブ
ラ
ン
ド

導
入
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
今
回
は
、
初
め
て
宝

飾
業
界
向
け
地
金
・
為
替
高
騰

リ
ス
ク
対
策
フ
ェ
ア
と
し
て
、

３
社
が
出
展
し
て
い
た
。

　
来
場
者
数
は
、
初
日
の
23
日

が
６
０
５
６
人
、
２
日
目
の
24

日
が
２
８
５
５
人
、
３
日
目
の

25
日
が
２
４
０
０
人
で
３
日
間

合
計
１
万
１
３
１
１
人
だ
っ

た
。

　
今
回
の
展
示
会
で
は
、
高
級

ジ
ュ
エ
リ
ー
、
ラ
イ
ト
ジ
ュ
エ

リ
ー
か
ら
、
鉱
物
、
天
然
石
ル

ー
ス
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
に
必
要

な
素
材
・
パ
ー
ツ
ま
で
、“
実

際
に
見
て
、
比
べ
て
、
特
別
価

格
で
仕
入
れ
が
で
き
る
”
宝
飾

卸
・
メ
ー
カ
ー
が
出
展
し
、
日

本
、
中
国
を
は
じ
め
と
し
た
ア

ジ
ア
各
国
の
バ
イ
ヤ
ー
や
、
宝

　
Ｒ
Ｘ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、、
田
中
岳
志
社

長
）
主
催
で
、
年
内
最
後
の
大

規
模
宝
飾
展
と
し
て
世
界
中
か

ら
宝
飾
卸
・
メ
ー
カ
ー
が
出
展

し
、
バ
イ
ヤ
ー
、
宝
飾
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
心
の
あ
る
方
、
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
が

来
場
す
る
「
国
際
宝
飾
展
秋

（
秋
の
Ｉ
Ｊ
Ｔ
）」
が
10
月
23
日

～
10
月
25
日
ま
で
の
３
日
間
、

３
９
５
社
が
出
展
し
て
神
奈
川

県
横
浜
市
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　
セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
㈱
（
東

京
都
中
央
区
、
服
部
真
二
代

表
取
締
役
会
長
兼
グ
ル
ー
プ

Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
）

は
、
１
９
９
８
年
の
デ
ビ
ュ
ー

以
来
、
そ
の
圧
倒
的
な
歌
唱
力

で
日
本
を
代
表
す
る
実
力
派
シ

ン
ガ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
の
教
育
支

援
や
被
災
地
支
援
を
は
じ
め
と

し
た
社
会
貢
献
活
動
に
も
精
力

的
に
携
わ
っ
て
い
る
歌
手
の

M
ISIA

さ
ん
を
、
こ
の
た
び
、

セ
イ
コ
ー
グ
ル
ー
プ
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
に
起
用
し
た
。

　
■
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
起
用
の
背

景　M
ISIA

さ
ん
は
、
今
年
３

月
、
同
社
創
業
者
・
服
部
金
太

郎
の
波
乱
万
丈
の
生
涯
を
描
い

た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
い
て
主

題
歌
を
担
当
し
て
い
た
。
こ
の

主
題
歌『
ゆ
び
き
り
げ
ん
ま
ん
』

は
、
世
の
中
に
“
正
確
な
時
間

を
届
け
る
”
と
い
う
強
い
信
念

を
持
っ
て
歩
み
続
け
た
服
部
金

太
郎
の
姿
か
ら
、M

ISIA

さ

ん
が
現
代
に
通
じ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
そ
の
歌
詞
に
込
め
て
書
き

下
ろ
し
た
楽
曲
で
、
紡
が
れ
た

言
葉
や
そ
の
歌
声
に
、
多
く
の

社
員
が
心
を
打
た
れ
、
魅
了
さ

れ
た
。

 

　
ま
た
、M

ISIA

さ
ん
は
歌

手
と
し
て
の
活
動
以
外
に
も
、

東
日
本
大
震
災
や
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
支
援
を
は
じ
め
、

小
児
医
療
支
援
や
ア
フ
リ
カ
に

お
け
る
教
育
支
援
、
貧
困
・
マ

ラ
リ
ア
撲
滅
活
動
な
ど
様
々
な

社
会
貢
献
活
動
に
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。
同
社
も
２
０
１
１
年

の
東
日
本
大
震
災
以
来
、
東

北
３
県
と
東
京
で
継
続
し
て

「“
わ
”
で
奏
で
る
東
日
本
応
援

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
支
援

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ

か
、「
セ
イ
コ
ー
わ
く
わ
く
教

室
」「Seiko Sum

m
er Jazz 

Cam
p

」
を
は
じ
め
、
子
ど
も

た
ち
が
“
時
”
の
大
切
さ
を
学

び
、自
ら
考
え
る
力
を
“
育
む
”

た
め
の
次
世
代
育
成
活
動
「
時

育
」
に
も
注
力
し
て
き
た
。

 

　M
ISIA

さ
ん
と
は
、
こ
う

し
た
社
会
貢
献
活
動
の
面
で
も

共
感
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

同
社
の
グ
ル
ー
プ
パ
ー
パ
ス

「
革
新
へ
の
あ
く
な
き
挑
戦
で
、

人
々
と
社
会
に
信
頼
と
感
動
を

も
た
ら
し
、
世
界
中
が
笑
顔
で

あ
ふ
れ
る
未
来
を
創
り
ま
す
」

を
体
現
す
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と

し
て
、
こ
の
た
び
の
起
用
に
至

っ
た
。

　
■
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

　M
ISIA

さ
ん
に
は
、
こ
の

た
び
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
就
任
を

機
に
、
楽
曲
『
ゆ
び
き
り
げ
ん

ま
ん
』
の
セ
イ
コ
ー
・
ス
ペ
シ

ャ
ル
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
制
作
し

た
。
今
後
は
こ
の
楽
曲
を
使
用

し
た
同
社
企
業
Ｃ
Ｆ
の
制
作
を

予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
次
世
代
育
成
活
動
で

あ
る
「
時
育
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

は
じ
め
、
当
社
の
社
会
貢
献
活

動
に
お
い
て
も
参
加
・
協
力
予

定
。

　このたびセイコーグループのアンバサダー
に就任することとなり、大変光栄に感じてお
ります。
　今年、セイコーの創業者である服部金太郎
さんの人生を描いたドラマの主題歌を歌わせ
ていただきました。制作にあたり服部金太郎
さんやセイコーの歴史について深く学ぶ中
で、人を大切にし、信頼関係を重んじるその
精神に深く感銘を受けました。時計は「正し
い時間を知らせる」という約束のもと、人々
の人生を豊かにする手助けをしている存在で
すが、セイコーの歴史がその精神を体現して
いるように感じたのです。そこから「どのよ
うに時間を過ごしていきたいかを自分自身で
心に定め、時間を刻んでいく」といったメッ
セージが浮かび、主題歌『ゆびきりげんまん』
の歌詞を書き上げました。
　今回、アンバサダー就任を機に新たなバー
ジョンの『ゆびきりげんまん』も制作し、オ
リジナルとはまた違った時間の流れを感じさ
せる楽曲が出来上がりました。この曲を通じ
て、そして今後のアンバサダー活動を通して、
セイコーの魅力をさらに多くの方々にお届け
できたら幸いです。

グッドデザイン賞

リオン受賞
「補聴器普及に向けた取組み」評価

G-SHOCK世界限定８００本発売

燦々と
輝く！！ 日本刀モチーフのＭＲ‐Ｇ

文
字
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ベ
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と
煌
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く〝
青
貝
の
鞘
バ
ン
ド
〟

秋
の
Ｉ
Ｊ
Ｔ
活
況

秋
の

来場者　合計１万１３１１人
世界中から宝飾卸、メーカーなど３９５社出展

３
日
間

数
多
く
の
海
外
バ
イ
ヤ
ー
も
訪
れ
活
発
商
談

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａ
さん

セイコーの
アンバサダーに

MIS IAさんの就任メッセージ

豊かな表現と圧倒的な歌唱力で多くの人を魅了する歌手豊かな表現と圧倒的な歌唱力で多くの人を魅了する歌手

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ａセイコーの

アンバサダーに

多彩な宝飾の出展商品に
目を奪われた来場者

多くの来場者でにぎわったＩＪＴ会場
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